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ジオパーク活動の推進について 

 

ジオパーク（geopark）は、ユネスコの支援で２００４年に設立された世界ジ

オパークネットワーク（ＧＧＮ）により世界各国で推進され、日本では、２００

９年に日本ジオパークネットワーク（ＪＧＮ）が設立されました。 

 

現在、ユネスコ世界ジオパークは５０か国２２９か所あり、日本では１０地域

に広がっています。またＪＧＮ認定の国内地域も４７地域と、ジオパーク活動の

取組が全国的に広がっているところです。 
 

京都府、兵庫県、鳥取県の三府県にまたがる山陰海岸ジオパークは、２０１０

年１０月に国内４番目のＧＧＮに加盟認定され、２０２２年の三度目の再認定

審査で２年間の条件付き再認定とされた後、官民挙げて改善に取り組んだ結果、

昨年、４年間の完全再認定とされました。 
 

このように世界ジオパークは、認定後も４年に１回の審査が行われるため、地

域による保護・保全とジオツーリズム・観光や教育等への活用に向けた活動を官

民が一体となって継続して推進することが不可欠です。 
 

国に於いてはジオパーク活動への支援を強化されてきていますが、いまだ十分

とはいえず、国民における認知度もいまだ低いのが現状です。 
 

訪日外国人観光客数が本年は過去最多が見込まれるなど堅調なインバウンド

の現状なども踏まえ、日本の観光振興・地域発展に資するジオパークを今後一層

推進するべく、国及び国会内において下記の点について取組を行い、ジオパーク

活動に対する支援の態勢を整えて頂きますよう要望します。 

 

記 

一、日本国内におけるジオパーク活動を推進するため、機能的かつ一体的な支援

の体制を充実すること。特に、複数の府県にまたがるジオパークにおいては、

自治体間の連携や体制整備に苦慮することが多いことから、地元自治体、ま

た関係する府県や自治体が連携して取り組むジオパークを活用した各種取組

（産業、教育、観光等）に対し、積極的に財政支援を行い、地方創生の一助と

すること。 



一、ジオパークについて、国民の理解を深めるとともに、国内のジオパークの魅

力を国内外に広くＰＲし、浸透させること。 
 

一、ジオパークを学習することで、地震大国日本の構造や地域の豊かな自然と風

土を学ぶことができるため、学校教育に於いてジオパーク教育を更に推進す

ること。 
 

一、ジオパークはゴールデンルートから外れた地域が多く、訪日外国人観光客の

増加が期待するところまで至っていない。オーバーツーリズム対策の一環と

して、山陰海岸ジオパークなどへの誘客推進を国を挙げて進めること。 
 

一、県境を越えた広域のジオパークへの各種対策やアクセス整備などを支援する

こと。特に、山陰海岸ジオパーク域内を縦横に走る「山陰近畿自動車道(愛称：

ジオパークロード）」及び「北近畿豊岡自動車道路」を早期に整備すること。 
 

一、訪日外国人の受入体制を充実し、誘客促進を図ること。特に、山陰海岸ジオ

パークをはじめ、ジオパークの多くは、来訪者のための交通インフラが十分

に整備されていない。持続可能な受入体制を維持するためにも空港、港湾施

設の整備を図ること。加えて、首都圏等の国際空港から、鳥取砂丘コナン空

港、コウノトリ但馬空港などの地方空港を結ぶ航空路線を充実し、観光ルー

トを整備すること。また、地方空港の国際便就航の促進へ支援充実を図るこ

と。 
 

一、山陰海岸ジオパークについて、ジオパークエリア内の移動が容易にできるよ

う、山陰海岸に並走している鉄道ダイヤの充実を図ること。特に、鳥取～豊岡

間を結ぶ臨時快速列車「山陰海岸ジオライナー」の運行再開及び京丹後方面

への乗り入れ、豪華寝台列車トワイライトエクスプレス「瑞風」の京丹後方面

への乗り入れ並びに鳥取～豊岡～京丹後間の鉄道接続利便性向上と高速化を

ＪＲ西日本等の関係機関に働き掛け、推進すること。 
 

一、山陰海岸ジオパークは山陰海岸国立公園の指定区域と多く重複し、区域内に

おける工作物設置等（例：海上遊具）については、自然公園法による厳格な規

制が行われているところであるが、ジオパークの利活用による誘客促進や地

域振興に資する取組みについては、許認可の運用にあたり、環境保全とのバ

ランス、また当該取組の必要性や地元への波及効果などにも鑑み、現場にお

いて柔軟な対応を行うなどご配慮をいただきたい。 
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